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Ⅰ 調査実施の概要 

１ 調査の目的 

「大東市子ども・子育て支援事業計画（計画年度：平成27年度～31年度）」の次期計

画となる「第２期大東市子ども・子育て支援事業計画」の策定にあたり、必要な情報を

得るため、子育て家庭ニーズの動向分析等を行い、大東市の現状と今後の子ども・子育

て支援における課題を整理することを目的としたアンケート形式によるニーズ調査を実

施しました。 

２ 調査の設計 

調査票は調査対象者別に作成しており、各調査の件数および調査期間・方法は、以下

のとおりです。 

■ 調査票の種類と調査対象者及び調査の実施方法 

①調査票「子ども・子育て支援新制度におけるニーズ調査（就学前児童用）」 

 
調査対象者 

平成30年10月１日時点で、市内に居住する就学前児童の保護者 
（無作為抽出） 

 調査票配布数 1,800人 

 調査期間 平成31年1月7日～平成31年1月21日 

 調査方法 郵送による配布・回収（1月21日に督促状を発送） 

②調査票「子ども・子育て支援新制度におけるニーズ調査（就学児童用）」 

 
調査対象者 

平成30年10月１日時点で、市内に居住する就学児童（１年生～３年生）

の保護者（無作為抽出） 

 調査票配布数 900人 

 調査期間 平成31年１月７日～平成31年1月21日 

 調査方法 郵送による配布・回収（1月21日に督促状を発送） 

３ 調査票の配布と回収状況 

調査によるそれぞれの配布・回答状況は、以下のとおりです。 

■ 調査票の配布・回収状況 

調査対象者 配布数(人) 回収数(人) 回収率(％) 

就学前児童の保護者 1,800 882 49.0

就学児童の保護者 900 403 44.8
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20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=***

就学児童

n=***

４ 報告書の見方について 

（１）年齢・学年の定義 

就学前児童・就学児童の年齢定義は、アンケート調査において誕生日の年月を回答し

ているため、下表による年齢区分により集計を行いました。 

 

年齢（学年）区分 該当する生年月 

０歳児 平成29年４月以降 

１歳児 平成28年４月～平成29年３月 

２歳児 平成27年４月～平成28年３月 

３歳児 平成26年４月～平成27年３月 

４歳児 平成25年４月～平成26年３月 

５歳児 平成24年４月～平成25年３月 

６歳児（小１） 平成23年４月～平成24年３月 

７歳児（小２） 平成22年４月～平成23年３月 

８歳児（小３） 平成21年４月～平成22年３月 

（注）調査期間【平成30年度】における年齢定義 

 

（２）電算処理の注意点 

調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため、内訳を合計し

ても100％に合致しない場合があります。 

なお、基数となる実数は「n」として掲載し、各グラフや表の比率は「n」を母数と

した割合を示しています。 

また、複数回答が可能な設問では、各項目の割合の合計が100％を超える場合があり

ます。 

 

（３）グラフの見方について 

 

 

問1[問1] 居住地区 

 

 

 

 

 

調査票「就学前児童の保護者」
の設問番号です。 

調査票「就学児童の保護者」
の設問番号です。 

北部地域 東部地域 南部地域 西部地域 無回答 
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０歳

23.0%

１歳

19.6%

２歳

16.9%

３歳

15.4%

４歳

13.7%

５歳

10.7%

無回答

0.7%

就学前児童

n=882

１人

35.6%

２人

41.4%

３人

16.8%

４人

3.7%

５人

1.0%

６人以上

0.2%
無回答

1.2%

就学前児童

n=882

１年生

33.3%

２年生

31.0%

３年生

32.0%

無回答

3.7%

就学児童

n=403

１人

28.3%

２人

49.4%

３人

18.9%

４人

1.7%

５人

0.2%

６人以上

0.2%
無回答

1.2%

就学児童

n=403

０歳

0.0%

１歳

10.0%
２歳

11.5%

３歳

9.9%

４歳

9.8%
５歳

7.9%

無回答

51.0%

就学前児童

n=882

０歳

0.5%

１歳

0.0%

２歳

0.2%
３歳

0.0%
４歳

0.0%

５歳

0.0%６歳

7.2%

７歳

21.3%

８歳

18.9%９歳

15.1%10歳

0.2%

無回答

36.5%

就学児童

n=403

５ 調査対象者の属性・家族状況 

（１）就学前児童の属性 

○就学前児童882人の内訳は、以下のとおりです。 

問3 年齢 問4 子どもの人数 問4.1 末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）就学児童の属性 

○就学児童403人の内訳は、以下のとおりです。 

[問3] 学年 [問4] 子どもの人数 [問4.1] 末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）無回答のうち４年生～６年生と回答された方は1.5％ありました。 
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学園町

錦町

北新町

明美の
里町

北楠の
里町

中楠の
里町

南楠の
里町

西楠の
里町

津の辺
町

南津の
辺町

龍間

中垣内
7

平野屋
新町

幸町
深野　
南町

曙町

三住町浜町

新町

栄和町

末広町

扇町

川中　
新町

赤井1

三洋町

新田　
本町

新田　
東本町

新田　
西町　

新田　
中町　

新田　
旭町　

新田　
北町　

新田　
境町　

深野1
氷野4

大東町

南郷町

北条

野崎

寺川

中垣内
1～6

平野屋

南新田

泉町

御供田

住道

赤井　
2・3

太子田

大野

朋来

灰塚

諸福

深野北

深野　
2～5　

緑が丘

谷川

三箇

御領

氷野　
1～3

 

（３）居住地域の状況 

○回答者の居住地域の内訳は以下の通りです。 

問1[問1] 居住地域（４区分） 

 

 

 

 

 

 

     地域区分図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○就学前児童の年齢別（０歳、１～２歳、３～５歳の３区分）の居住地域は以下の通り

です。 

問3 年齢×問1 居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.3 

16.6 

19.7 

18.9 

28.9 

31.8 

31.5 

31.5 

1.6 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=882

就学児童

n=403

北部地域 東部地域 南部地域 西部地域

北部地域

東部地域
西部地域

南部地域

18.3 

20.2

17.7

17.7

19.7 

23.2

17.7

19.9

28.9 

27.1

30.1

28.2

31.5 

28.1

33.9

31.9

1.6 

1.5

0.6

2.3

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=882

０歳児

n=203

１～２歳児

n=322

３～５歳児

n=351

北部地域 東部地域 南部地域 西部地域
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81.2 

0.9 

7.5 

5.0 

7.1 

30.7 

40.2 

2.5 

2.6 

85.9

1.0

11.2

5.2

7.9

29.0

37.0

1.5

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

父と母と一緒に住んでいる

父と一緒に住んでいる（父子家庭）

母と一緒に住んでいる（母子家庭）

祖父と一緒に住んでいる

祖母と一緒に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

祖母が近所に住んでいる

その他

無回答

就学前児童

n=882

就学児童

n=403

45.2 

45.7 

51.7 

52.4 

2.8 

1.7 

0.2 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=882

就学児童

n=403

父母とも 主に母親 その他 無回答

Ⅱ 調査結果の概要（課題のまとめ） 

以下に示す10項目の内容について、クロス集計データ等も踏まえた分析を通して考察

と課題抽出等を行い、調査結果の取りまとめを進めました。 

１ 孤立しがちな子育て環境の改善に向けた支援 

周囲の援助が得られない、孤立しがちな子育て環境にいる保護者は約10％ 

同居・近居の状況をみると、就学前児童・就学児童いずれも「父と母と一緒に住んで

いる」が８割を超えています。次いで、「祖母が近所に住んでいる」（40.2％・37.0％）、

「祖父が近所に住んでいる」（30.7％・29.0％）となっており、祖父母との近居が３

～４割という状況です。 

問7[問5] 宛名のお子さんとの同居・近居の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な保育者の状況をみると、就学前児童・就学児童いずれも「父母とも」「主に母親」

が９割以上を占めています。 

問8[問6] 主な保育者の状況 
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38.9 

61.7 

4.3 

13.9 

10.4 

0.1 

42.7 

57.6 

6.0 

25.6 

10.9 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的にご自身や配偶者の親、

親せきにみてもらえる

緊急時もしくは用事のときにはご自身や配偶者の親、

親せきにみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人や知人がいる

緊急のときや用事があるときに子どもをみてもらえる

友人や知人がいる

いずれもいない

無回答

就学前児童

n=882

就学児童

n=403

親族・知人等協力者の状況をみると、「緊急時もしくは用事のときにはご自身や配偶

者の親、親せきにみてもらえる」方は就学前児童61.7％・就学児童57.6％、「日常的

にご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」方は就学前児童38.9％・就学児童

42.7％と、親族の協力者は多い状況です。次いで、「緊急のときや用事があるときに子

どもをみてもらえる友人・知人がいる」方が、就学前児童13.9％・就学児童25.6％と

なっています。 

一方で、親族・知人等の協力が得られない、孤立しがちな子育て環境にある就学前児

童の保護者は10.4％、就学児童の保護者は10.9％となっています。 

問9[問7] 親族・知人等協力者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、親族・知人等の協力が得られない保護者の母子家庭、父子家庭別の比率は、以

下のとおりです。 

 就学前児童 就学児童

 

協力が得られない 協力が得られない 

回答者全員 882 件 92 件（10.4％） 403 件 44 件（10.9％）

母子家庭 66 件 8 件（0.9％） 45 件 5 件（1.2％）

父子家庭 8 件 2 件（0.2％） 4 件 1 件（0.2％）

※（％）の数値は、就学前児童や就学児童の各保護者全員に対する割合です。 

▼ 

以上の結果から、孤立しがちな育児環境にある保護者に対し、様々なニーズに即した

子育て支援の手を差し伸べ、育児環境を改善する必要があると考えられます。 
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いる／ある

94.6%

いない／ない

4.5%

無回答

0.9%

就学前児童

n=882

いる／ある

88.8%

いない／ない

8.2%

無回答

3.0%

就学児童

n=403

２ 地域の中にも気楽に相談できる体制の整備 

子育てする上で気軽に相談できる相手としては、身近な家族が約８割 

相談できる相手がいない保護者は就学前児童の4.5％、就学児童の8.2％ 

気軽に相談できる人の有無をみると、就学前児童・就学児童いずれも「いる／ある」

（94.6％・88.8％）が大半を占めています。 

一方、気軽に相談できる相手がいない就学前児童の保護者は4.5％、就学児童の保護

者は8.2％となっています。 

問10[問8] 子育てに関して気軽に相談できる人の有無 
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81.8 

78.2 

64.1 

11.9 

13.9 

10.1 

29.6 

7.2 

0.6 

12.8 

1.2 

4.1 

1.6 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者

ご自身や配偶者の親、親せき、

（同居している）家族

友人や知人

近所の人

幼稚園の先生

児童館などの子育て支援施設や

ＮＰＯなどの子育て支援団体

保育所（園）の先生

子どもの健診などを行って

くれる保健センター

民生委員・児童委員、

主任児童委員

かかりつけの医師

市役所の教育相談の窓口

携帯電話やインターネット

の交流サイト

その他

無回答

就学前児童

n=834

77.4 

76.0 

72.1 

18.2 

38.3 

10.3 

3.6 

15.4 

0.8 

7.3 

0.8 

2.5 

2.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者

ご自身や配偶者の親、親せき、

（同居している）家族

友人や知人

近所の人

小学校の先生

放課後児童クラブの指導員

児童館などの子育て支援施設や

ＮＰＯなどの子育て支援団体

ピアノ教室、スポーツクラブ、

学習塾などの習い事の先生

民生委員・児童委員、

主任児童委員

かかりつけの医師

市役所の教育相談の窓口

携帯電話やインターネット

の交流サイト

その他

無回答

就学児童

n=358

気軽に相談できる相手先をみると、「配偶者」（就学前児童81.8％・就学児童77.4％）、

「ご自身や配偶者の親、親せき、家族」（就学前児童78.2％・就学児童76.0％）が高く

なっています。次いで「友人や知人」（就学前児童64.1％・就学児童72.1％）となって

おり、多くの方が身近な人たちを頼っている状況です。その一方で「近所の人」（就学前

児童11.9％・就学児童18.2％）、「民生委員・児童委員、主任児童委員」（就学前児童

0.6％・就学児童0.8％）を頼る割合は少なく、身近な人を除くと地域の中で相談できる

相手は少ない状況です。 

その他、保育・教育関係者、医療関係者を相談先としている方が一定数を占めているも

のの、「市役所の教育相談の窓口」といった関係機関への相談は少ない状況です。 

問10-1 気軽に相談できる相手       [問8-1] 気軽に相談できる相手先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 

以上の結果から、公的や関係機関に気軽に相談できる体制の整備や、民生委員・児童

委員の関わりなど地域活動のあり方を再検討する必要があると考えられます。 
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37.2 

29.9 

6.5 

20.5 

4.5 

15.8 

35.5 

38.7 

49.0 

27.3 

5.8 

3.5 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

地域における子育て支援の充実(一時預かり・育児相談等）

保育サービスの量的拡充、質的改善

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもの活動拠点の充実（児童館など）

訪問型の支援サービスの充実

健やかな妊娠・出産に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

援護を要する子どもに対する支援

その他

無回答

就学前児童

n=882

33.5 

10.4 

28.5 

38.5 

38.0 

55.1 

44.9 

8.9 

3.5 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

放課後児童クラブの充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもの活動拠点の充実（児童館など）

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

援護を要する子どもに対する支援

その他

無回答

就学児童

n=403

３ 子育てする上で必要なサポート及び支えてほしい人 

子育てする上で必要なサポートとしては、「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の 

整備」を求める人が約５割 

支えられている人（支えてほしい人）としては、「幼稚園、保育所（園）、地域子育て 

支援拠点などの職員」が多い 

子育ての上で必要なサポートは、「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」

（就学前児童49.0％、就学児童55.1％）が高くなっています。 

問15 子育てをするために必要な支援・対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問12] 子育てをするために必要な支援・対策 
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12.7 

20.8 

13.1 

5.5 

28.8 

14.0 

8.1 

26.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=236

26.0 

44.5 

6.9 

2.7 

59.5 

2.2 

1.8 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

近所の人

同じ世代の子どもを持つ保護者

民生委員・児童委員、主任児童委員、自

治会、こども会などの地域団体の人

地域活動を行っているＮＰＯなどの人

幼稚園、保育所（園）、

地域子育て支援拠点などの職員

市役所の職員

その他

無回答

就学前児童

n=627

71.1 26.8 2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=882

感じる 感じない 無回答

また、就学前児童の保護者が支えられている人、支えてほしい人として「幼稚園、保

育所（園）、地域子育て支援拠点などの職員」（支えられている59.5％、支えてほしい

28.8％）が多くなっています。 

問17 地域の人に支えられていると感じているかの有無 

 

 

 

 

 

問17.1 誰に支えられているか  問17.2 誰に支えてほしいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 

以上の結果から、家庭と仕事の両立に向けた環境整備について、関係機関が連携、協

力し、それを推進していくことが求められていると考えられます。 

 また、教育・保育関係者は保護者を支える者として重要な役割がある一方で、相談相

手としての回答が低率（保育所（園）の先生 29.6％、幼稚園の先生 13.9％、９ペー

ジ参照）であるため、相談体制のあり方についても検討が必要です。 
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21.9 

24.3 

7.8 

0.2 

30.4 

49.1 

1.5 

0.5 

32.0 

18.6 

2.2 

2.5 

4.3 

4.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=882

就学児童

n=403

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

４ 母親の就労増加に応じた定期的な教育・保育事業の拡充 

母親の就労率は就学前児童の約62％、就学児童の約74％ 

母親の就労率は、就学前児童61.6％、就学児童74.2％となっており、前回調査と比

べると増加傾向にあります。 

問11(1)[問9(1)] 母親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11(1)[問9(1)] 母親の就労状況 前回調査との比較 

 

フルタイムで就労 パート・アルバイト等で就労 就労 

している

 

小計 

産休・育休・

介護休業中

ではない 

産休・育休・

介護休業中

である 

産休・育休・

介護休業中

ではない 

産休・育休・ 

介護休業中 

である 

就学前 

児童 

前回 n=928 19.6％ 2.4％ 21.2％ 1.7％ 44.9％

今回 n=882 21.9％ 7.8％ 30.4％ 1.5％ 61.6％

差 ＋2.3pt ＋5.4pt ＋9.2pt -0.2pt ＋16.7pt
      

就学 

児童 

前回 n=474 17.9％ 0.6％ 40.1％ 1.3％ 59.0％

今回 n=403 24.3％ 0.2％ 49.1％ 0.5％ 74.1％

差 ＋6.4pt -0.4pt ＋9.0pt -0.8pt ＋14.2pt

※５ｐｔ以上差があるものを太字にしました。 
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1.5 2.6 
7.4 

18.0 

58.0 

9.2 
3.3 1.0 2.0 

9.0 

23.4 

51.5 

11.4 

1.7 
0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=543

就学児童

n=299

0.4 1.3 

23.9 

46.0 

18.4 

5.3 4.6 
0.3 1.3 

14.4 

58.5 

16.4 
6.7 

2.3 

0%

25%

50%

75%

100%

６時以前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時以後 無回答

就学前児童

n=543

就学児童

n=299

3.1 

19.0 

37.2 33.7 

1.8 0.9 4.2 4.3 

31.1 33.8 
26.1 

2.0 0.3 2.3 

0%

25%

50%

75%

100%

12時以前 12～15

時台

16～17

時台

18～19

時台

20～21

時台

22時以後 無回答

就学前児童

n=543

就学児童

n=299

母親の就労日数は、就学前児童・就学児童ともに「５日」（58.6％・51.5％）が最

も高くなっていますが、「６日以上」（9.2％・11.4％）も少数存在します。 

母親の出勤時間は、就学前児童・就学児童ともに「７～８時台」（69.9％・72.9％）、

帰宅時間は「16～17時台」（37.2％・33.8％）が最も高く、次いで「18～19時台」

（33.7％・26.1％）となっています。 

問11-1(1) 1[問9-1(1) 1] 母親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

問11-1(1) 3[問9-1(1) 3] 母親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 
 

問11-1(1) 4[問9-1(1) 4] 母親の帰宅時間 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 

以上の結果から、平日の教育・保育事業については7時台から19時台までのニーズへ

の対応とともに、土曜日についても、教育・保育事業が利用できる体制の検討が必要で

あると考えられます。 
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利用して

いる

68.9%

利用して

いない

29.7%

無回答

1.4%

就学前児童

n=882

25.1 

58.4 

74.5 

95.6 

99.2 

96.8 

74.9 

39.9 

20.1 

4.4 

0.0 

3.2 

0.0 

1.7 

5.4 

0.0 

0.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

0歳児

n=203

１歳児

n=173

２歳児

n=111

３歳児

n=136

４歳児

n=121

５歳児

n=94

利用している 利用していない 無回答

５ 教育・保育事業を利用したくても利用できない状況 

空きがないことで教育・保育事業を利用できない家庭は10.3％ 

経済的な理由で教育・保育事業を利用できない家庭は7.3％ 

定期的な教育・保育事業を「利用者している」は68.9％、「利用していない」は29.7％

（882人×29.7％＝262人）となっています。 

また、年齢別にみると、概ね年齢が上がるにつれて「利用している」が高くなってお

り、３歳児以上は「利用している」が95％を超えています。 

問18 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3 年齢×問18 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 
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57.3 

10.7 

0.0 

10.3 

7.3 

0.8 

2.3 

42.4 

10.3 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

ご自身や配偶者が子どもの面倒を

みているため、利用する必要がない

ご自身や配偶者の親、

親せきがみている

近所の人や友人・知人がみている

利用したいが、幼稚園や

保育所（園）などに空きがない

利用したいが、経済的な理由で

利用できない

利用したいが、延長・夜間などの

時間帯の条件が合わない

利用したいが、サービスの質や場所などで

納得できる幼稚園や保育所（園）などがない

子どもがまだ小さいため□□歳くらいに

なったら利用しようと考えている

その他

無回答

就学前児童

n=262

定期的な教育・保育等を利用していない262人のうち、利用しない理由として「ご自

身や配偶者が子どもの面倒をみているため、利用する必要がない」「子どもがまだ小さ

いため□□歳くらいになったら利用しようと考えている」が多くを占めていますが、『利

用したいが、利用できない』家庭も一定数みられます。 

問18-7 教育・保育事業を利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『利用したいが、利用できない』回答のうち、割合が高かった以下の２つの理由につ

いて、年齢別にみると0～２歳児がほとんどを占めており、特に低年齢児が利用したく

ても利用できない状況になっていることがうかがえます。 
 

回答選択肢 ０～２歳 ３歳以上 年齢不明

幼稚園や保育所に空きがない n=27（262×10.3%） 26 人 1 人 0 人 

経済的な理由で事業を利用できない n=19（262× 7.3%） 18 人 0 人 1 人 

▼ 

「経済的な理由で事業を利用できない」と回答した方は、今後実施が予定されている

幼児教育・保育の無償化の対象外となる0～２歳児で占められています。また、待機者

も0～２歳児が多くなっていることがこの回答から予想されます。今後は無償化の実施

にともなう３歳児以上の需要の高まりにかかかわらず、現在の未利用者が利用できるよ

うになるための条件等について再検討を行い、必要とされる教育・保育事業の提供につ

なげることが必要となります。 
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21.5 

5.9 

30.1 

33.9 

1.8 

0.3 

0.7 

1.8 

1.5 

0.2 

5.9 

0.2 

6.4 

0.0 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・

認定保育施設

その他認可外の

保育施設（託児所）

居宅訪問型保育

地域子育て支援拠点など

子育ての仲間が集まる場

ファミリー・サポート・

センター

その他

特になし

無回答

就学前児童

n=608

40.7 

22.9 

35.4 

41.2 

8.4 

3.9 

7.4 

6.9 

3.6 

3.3 

3.4 

2.8 

1.5 

21.4 

33.9 

24.3 

23.8 

23.2 

18.4 

26.8 

24.9 

14.6 

13.2 

41.2 

32.4 

8.5 

13.2 

13.9 

15.0 

10.5 

34.7 

43.8 

31.7 

34.0 

47.8 

49.2 

22.4 

30.7 

12.8 

24.7 

29.3 

25.4 

24.5 

33.7 

34.0 

34.1 

34.1 

33.9 

34.4 

33.0 

34.0 

77.2 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・

認定保育施設

その他認可外の

保育施設（託児所）

居宅訪問型保育

地域子育て支援拠点など

子育ての仲間が集まる場

ファミリー・サポート・

センター

その他

利用料がかかっても、

利用したい

無償であれば、

利用したい

利用したいとは

思わない

無回答

６ 定期的な教育・保育事業の利用実態と利用希望の乖離 

平日の定期的な教育・保育事業は、利用実態と利用希望の差が大きい 

平日の定期的な教育・保育事業の利用実態については、「認定こども園」（33.9％）、

「認可保育所」（30.1％）、「幼稚園」（21.5％）で高くなっています。 

平日の定期的な教育・保育事業の利用意向を事業別にみると、「利用料がかかっても、

利用したい」と「無償であれば、利用したい」を合わせた利用希望者は、「認定こども

園」（65.0％）、「幼稚園（通常の就園時間の利用）」（62.1％）、「認可保育所」（59.7％）、

「幼稚園の預かり保育」（56.8％）で高くなっています。 

問18-1 定期的に利用している事業           問20 定期的に利用したい事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学前児童

n=882 
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平日の定期的な教育・保育事業に関して、保護者の利用希望が利用実態を上回ってい

る事業をみると、「幼稚園の預かり保育」が50.9ポイント、「幼稚園」が40.6ポイント

上回っています。また、「認可保育所」「認定こども園」でも約30ポイント上回ってい

るとともに、両者は、「利用料がかかっても、利用したい」という回答が多くなってお

り、今後予定されている無償化の実施にかかわらず、ニーズが高い事業となっています。 

「小規模な保育施設」は現状の利用が少ないものの、利用希望（「無償であれば利用

したい」も含む）が多くなっています。 

 

教育・保育事業 
問18-1 

利用実態（％）
問20 

利用希望※（％）
両設問の差異 

幼稚園 21.5 62.1 ＋40.6 

幼稚園の預かり保育 5.9 56.8 ＋50.9 

認可保育所 30.1 59.6 ＋29.5 

認定こども園 33.9 65.0 ＋31.1 

小規模な保育施設 1.8 31.6 ＋29.8 

※「利用料がかかっても、利用したい」と「無償であれば利用したい」の合算 

▼ 

以上の結果から、2019年10月より幼児教育・保育の無償化が実施されるため、一

律的な支援だけでなく個々の家庭に応じた事業運営など、様々なニーズに見合った運営

について検討が必要であると考えられます。また、「幼稚園の預かり保育」をはじめ平

日の定期的な教育・保育事業に関し、各事業量の利用ニーズの精査が必要となります。 
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84.0 

63.0 

27.9 

29.9 

30.7 

47.2 

52.7 

31.3 

57.8 

10.2 

59.3 

77.3 

71.4 

84.0 

38.0 

38.2 

62.4 

38.4 

13.8 

45.2 

39.3 

48.5 

0% 25% 50% 75% 100%

母親（両親）教室

（妊娠中の家族が対象）

保健医療福祉センターの

情報・相談サービス

子育て世代包括支援センター

「ネウボランドだいとう」

子ども家庭センター

（大阪府）の育児相談

障害児相談支援事業

放課後等デイサービス事業

子ども発達支援センター

幼児発達支援教室

休日保育（キッズプラザ）

ショートステイ・

トワイライトステイ

病児保育室

保育園や幼稚園の

園庭等の開放

保健師による訪問指導事業

キッズプラザ、子育て支援

センター、つどいの広場

ファミリー・サポート・

センター

子育てサロン

一時預かり

送迎保育

ステーション事業

キンダーカウンセラー

子育てガイドブック

まいど子でもカード

子ども食堂

55.1 

25.1 

3.2 

4.3 

2.0 

4.0 

10.8 

6.6 

10.0 

0.6 

8.6 

37.2 

46.4 

59.8 

1.4 

9.3 

11.1 

0.9 

3.1 

20.7 

16.2 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

28.3 

39.0 

32.0 

22.6 

9.5 

28.8 

19.5 

15.6 

31.0 

10.8 

31.1 

43.7 

27.6 

50.6 

18.9 

21.9 

31.7 

18.0 

14.7 

31.4 

33.8 

28.8 

0% 25% 50% 75% 100%

７ 各種支援、サービスの利用促進に向けた周知方法の検討 

各種支援、サービス内容については、より効果的な周知方法について検討し、利用促進

につなげていくことが必要 

大東市では様々な子育て支援、サービスを実施していますが、その利用が低調となっ

ている事業があり、その要因の１つとして、周知が進んでいないことが考えられます。 

問28 サービスの周知状況と利用状況 

 

  

就学前児童 n=882 

知っている 利用したことがある 今後利用したい 
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15.4 

32.3 

9.4 

54.3 

90.3 

20.8 

58.1 

51.4 

0% 25% 50% 75% 100%

子育て世代包括支援センター

「ネウボランドだいとう」

ファミリー・サポート・

センター

ショートステイ・

トワイライトステイ

病児保育室

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

いくカフェ

子ども食堂

1.5 

3.5 

0.5 

7.2 

42.2 

3.5 

3.7 

4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

13.4 

9.9 

6.7 

12.9 

35.2 

21.3 

10.9 

20.6 

0% 25% 50% 75% 100%

 [問23] サービスの周知状況と利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、利用が低調にもかかわらず、今後の利用意向としては、ニーズの高いものが

複数あります（以下はその一例）。 
 

支援、サービスの内容 
（現在の利用が低調であるが、 

今後の利用意向が高いもの） 

問28[問23] 
利用したことがある（％）

問28[問23] 
今後利用したい（％） 

子育て世代包括支援センター 

「ネウボランドだいとう」 
就学前児童  3.2

就学児童  1.5

就学前児童  32.0

就学児童  13.4

子ども家庭センター（大阪府）の 
育児相談 

就学前児童  4.3 就学前児童  22.6

放課後子ども教室 就学児童  3.5 就学児童  21.3

 

▼ 

各種支援、サービスを実施にあたっては、周知が進んでいないものは、その要因（年

齢別や地域別の状況など）を探りつつ、より効果的な周知方法について検討し、支援、

サービスを必要とする方に行きわたるような取組みが求められます。 

  

就学児童 n=403 

知っている 利用したことがある 今後利用したい 
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49.4 

15.4 

41.4 

11.1 

4.3 

48.1 

0.6 

16.0 

10.5 

54.3 

11.7 

39.4 

9.6 

2.1 

44.7 

0.0 

22.3 

7.4 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

ご自身や配偶者の親・

親せきの家、友人・知人の家

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

児童館

習い事（ピアノ教室、スポーツ

クラブ、学習塾など）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

前回 n=162

今回 n=94

51.9 

17.9 

28.4 

9.9 

6.8 

53.7 

1.9 

19.1 

14.8 

71.3 

16.0 

19.1 

6.4 

2.1 

55.3 

0.0 

20.2 

9.6 

0% 25% 50% 75% 100%

前回 n=162

今回 n=94

８ 高学年時のニーズ向上も視野に入れた放課後児童クラブ運営 

放課後児童クラブの利用希望は、低学年時39.4％から高学年時19.1％へと半減 

放課後児童クラブの利用について就学前児童（年長児）の保護者の希望をみると、小

学校低学年のうちは「放課後児童クラブ」が39.4％となっていますが、高学年になる

と「放課後児童クラブ」が19.1％と半減し、「自宅」（54.3%→71.3％）「習い事」（44.7%

→55.3％）などの希望が多くなっています。 

前回調査と比較すると、低学年時、高学年時ともに「放課後児童クラブ」は減少して

おり、低学年時に比べて高学年時の減少幅が大きくなっています。 

問29・問30 放課後の過ごし方の希望（前回調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「小学校低学年」は１～３年生、「小学校高学年」は4～6年生の意味です。 

 

 

  

小学校低学年（になった場合）の過ごし方 小学校高学年（になった場合）の過ごし方 
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利用して

いる

34.0%

利用して

いない

64.5%

無回答

1.5%

就学児童

n=403

就学児童（低学年）の放課後児童クラブの利用状況をみると、「利用している」は

34.0％となっており、前回調査に比べ増加しています。 

[問14] 平日の放課後児童クラブの利用状況（前回調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学児童（低学年）の放課後の過ごし方の現状としては、平日16～18時では、「放

課後児童クラブ」が26.1％となっており、この時間帯では最も多くなっています。 

［問21］ 放課後および休日の日常的な過ごし方 

就学児童 
n=403 

授
業
な
ど
で
学
校
に
い
る 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
過
ご
す 

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
参
加
す
る 

保
護
者
や
兄
弟
姉
妹
な
ど
の
家
族 

と
過
ご
す 

家
事
育
児
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を 

利
用
す
る 

家
や
公
園
な
ど
で
友
だ
ち
と
過
ご
す 

児
童
館
な
ど
公
共
の
施
設
に
い
る 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
こ
ど
も

会
な
ど
の
地
域
活
動
に
参
加
す
る 

学
習
塾
や
習
い
事
へ
行
く 

家
で
、
ひ
と
り
で
勉
強
な
ど
を
す
る 

平日 14～16 時 58.3% 17.9% 0.5% 5.7% 0.0% 8.7% 0.2% 0.0% 1.2% 3.5%

平日 16～18 時 0.2% 26.1% 0.5% 19.4% 0.2% 22.8% 0.5% 1.7% 20.3% 4.0%

平日 18～20 時 0.0% 0.7% 0.2% 80.6% 0.2% 0.2% 0.0% 0.5% 7.7% 4.0%

平日 20 時以降 0.0% 0.0% 0.0% 89.6% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.2% 2.2%

休日 0.0% 0.2% 0.0% 78.7% 0.0% 8.2% 0.2% 2.7% 2.0% 1.2%

▼ 

子どもの放課後の過ごし方に関して、放課後児童クラブは一定の役割を担っているた

め、子どもを一時的に預かるだけではなく、学力の向上をはじめ子どもの成長に繋がる

事業内容を充実するなど、今後は、小学校高学年時におけるニーズ向上も視野に入れた

事業運営が求められます。  

前回 

79.5% 

前回 

20.3% 
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38.4 

11.6 

3.5 

41.9 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

7.0 

60.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

母親

n=86

父親

n= 5

4.3 

39.1 

13.0 

0.0 

0.0 

21.7 

4.3 

0.0 

21.7 

26.8 

27.7 

0.0 

1.7 

2.4 

28.8 

0.8 

23.1 

9.1 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

出産後すぐに仕事に復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに

預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

無回答

母親

n= 23

父親

n=593

９ 育児休業中の保護者の職場復帰を支援する施策の検討 

育児休業を取得または取得中の母親は約66％、父親は約5％ 

保護者の育児休業の取得率※については、母親65.6％、父親4.9％となり、前回調査

時よりも、母親が12.8ポイントの増加、父親が3.4ポイントの増加となっています。 

問 33 育児休業制度の利用状況を踏まえた育児休業取得率の算出 

 母親 父親 

育児休業を取った 882 件×31.6％＝279 件 882 件×4.9％＝43 件 

働いていなかった 882 件×51.8％＝457 件 882 件×1.0％＝ 9 件 

 

「育児休業を取得した」  279 件 
＝65.6％
 

43 件 
＝4.9％ 
 

総数-「働いていなかった」  425 件 
（882-457）

873 件 
（882-9） 

（前回調査時） 

「育児休業を取得した」  208 件 
＝52.8％
 

14 件 
＝1.6％ 
 

総数-「働いていなかった」  394 件 
（928-534）

903 件 
（928-25） 

 

育児休業を利用しなかった理由は、母親・父親ともに「仕事が忙しかった」（39.1％・

27.7％）、「収入減となり、経済的に苦しくなる」（21.7％・28.8％）が高く、父親は

「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（26.8％）も高くなっています。 

また、母親が育児休業を取得せず離職した理由は、「仕事に戻るのが難しそうだった」

（41.9％）が高くなっています。 

問33.2 育児休業を取得せず勤務した理由 問33.3 育児休業を取得せず離職した理由 
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66.3 21.9 6.8 5.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=279

育児休業取得後、

職場に復帰した

現在も育児休業中である 育児休業中に離職した 無回答

0.0 
4.3 7.6 

12.4 

33.0 

16.8 11.9 

7.0 
1.1 

5.9 0.0 
1.6 2.7 1.1 

20.5 

8.1 11.4 
17.3 

13.0 

24.3 

0%

25%

50%

75%

100%

0か月 1～

3か月

4～

6か月

7～

9か月

10～

12か月

13～

15か月

16～

18か月

19～

30か月

31か月

以上

無回答

実際の取得期間

n=185

希望の取得期間

n=185

25.4 16.8 30.8 10.8 16.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=185

満１歳まで 出生後最初の４月の

一斉入所時

出生後２度目の４月の

一斉入所時

その他 無回答

育児休業の取得後に職場復帰した母親は66.3％である一方で、育児休業中に離職し

た母親（6.8％）もいます。（離職した父親は0件） 

問33-1 育児休業取得後の職場復帰の状況 

 

 

 

 

 

 

母親の育児休業の実際の取得期間と希望する取得期間はいずれも「10～12か月」

（33.0％・20.5％）が最も高くなっています。また、「19～30か月」（17.3％）、「31

か月以上」（13.0％）の長期休業を希望した母親は合わせて約３割となっています。 

母親が職場復帰を希望する時期としては、「４月の一斉入所時」が約半数（出生後最

初16.8％＋出生後２度目30.8％）となっています。 

問33-2.1 母親の育児休業の実際の取得期間と希望の取得期間 

 

 

 

 

 

 

 

問33-2.2 母親の希望する育児休業取得期間 

 

 

 

 

 

 

▼ 

以上の結果から、働き方改革の認知度が上がることに伴って、育児休業の取得率がさ

らに高くなることが見込まれ、休業取得期間も長期化すると想定されます。 

そのため、育児休業中の母親が職場復帰しやすくなるよう、必要とされる支援・サー

ビスの把握や情報提供などの仕組みづくりが求められます。 
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47.3 

14.1 

29.7 

43.4 

10.3 

14.4 

8.7 

2.2 

23.1 

20.9 

8.6 

52.0 

27.9 

4.8 

46.6 

6.3 

4.3 

3.5 

1.4 

43.4 

8.2 

27.8 

11.9 

13.2 

16.9 

7.2 

4.0 

18.9 

11.9 

8.7 

56.8 

44.9 

2.5 

47.1 

7.9 

6.5 

5.5 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育所（園）や幼稚園の運動場の開放を増やす

親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづ

くりや、歩道の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ

親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る

子育てサークル活動への支援を充実する

保育所（園）や放課後児童クラブなど子どもを預ける施設を増やす

幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休みなどの

預かり保育などを充実する

専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる

子育て支援サービスに対する支援を行う

市内に小児救急など安心して子どもが医療機関を

利用できる体制を整備する

子どもの安全を確保する対策を充実する

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充などの

子育て世帯への経済的援助の拡充

公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

その他

特になし

無回答

就学前児童

n=882

就学児童

n=403

10 子育て支援サービスの充実に向けて重点的に取り組むべき内容 

より強く充実を求める子育て支援サービスとして、「小児救急などの医療体制の整備」

「子育て世帯への経済的援助の拡充」「安心して集まれる公園などの整備」の３つをあ

げた保護者が多い 

子育て支援サービスの充実に関する保護者の希望については、以下のとおりです。 

問40[問33] 充実を希望する子育て支援サービス 
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子育て支援サービスの充実に関する保護者の希望としては、就学前児童・就学児童い

ずれも「市内に小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する」

（52.0％・56.8％）、「育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充などの子育て世帯へ

の経済的援助の拡充」（46.6％・47.1％）、「親子が安心して集まれる公園などの屋外

の施設を整備する」（47.3％・43.4％）の３つをあげています。 

また、就学前児童の保護者では「子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替え

や授乳のためのスペースづくりや、歩道の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」

に取り組む」（43.4％）が高く、就学児童の保護者では「子どもの安全を確保する対策

を充実する」（44.9％）が高くなっています。 

▼ 

小児救急医療をはじめとする子どもの「安全・安心」にかかる環境整備は、関係部署

との連携、協力が不可欠であり、第２期計画策定の重点課題となります。また、「経済

的支援」は、限られた財源のなかで支援を必要とする方に的確な支援を行っていけるよ

う、きめ細かな対応等の検討が必要となります。 
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Ⅲ 子ども・子育て支援に関する自由意見の概要 

１ 就学前児童の保護者 

下図は就学前児童の保護者の自由意見における「言語の出現数と、言葉どうしの

結びつき」を表した共起ネットワーク図です。関連性が強いほど太い線、出現数

の多い語ほど大きい円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の自由意見から抽出した言葉を、多い順に示した結果は下表の

とおりです。 

抽出語 子ども 子育て 保育 利用 公園 支援 小学校 

件数 129 70 64 52 51 47 40 

 

子ども

公園

小学校

クラブ

児童

放課後

遊具

自転車

歩道

道路

ボール

病院

小児科

市内

幼稚園

公立

ベビーカー

長期

休み

環境

子育て

保育

利用

仕事

学校

教育

支援

大東

大阪

時間

支援センター

近く

行く

保育園

働く

通る

サービス

知る

バス

行ける

お願い

預ける

預かる

多い

少ない

高い

もう少し
人

車

道

子ども

公園

小学校

クラブ

児童

放課後

遊具

自転車

歩道

道路

ボール

病院

小児科

市内

幼稚園

公立

ベビーカー

長期

休み

環境

子育て

保育

利用

仕事

学校

教育

支援

大東

大阪

時間

支援センター

近く

行く

保育園

働く

通る

サービス

知る

バス

行ける

お願い

預ける

預かる

多い

少ない

高い

もう少し
人

車
道

子ども

公園

小学校

クラブ

児童

放課後

遊具

自転車

歩道

道路

ボール

病院

小児科

市内

幼稚園

公立

ベビーカー

長期

休み

環境

子育て

保育

利用

仕事

学校

教育

支援

大東

大阪

時間

支援センター

近く

行く

保育園

働く

通る

サービス

知る

バス

行ける

お願い

預ける

預かる

多い

少ない

高い

もう少し
人

車

道
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２ 就学児童の保護者 

下図は就学児童の保護者の共起ネットワーク図です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の自由意見から抽出した言葉を、多い順に示した結果は下表の

とおりです。 
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件数 58 39 27 19 19 17 14 
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